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2011年9月26日

受益者の皆様へ
毎々、格別のお引き立てに預かり、厚く御礼申し上げます。
さて、今般｢ユナイテッド・マルチ・マネージャー・ファンド1
（愛称：フルーツ王国）｣は、去る9月26日に第21期の
決算を行いました。
ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。
今後とも、お引き立てのほどよろしくお願い申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

当運用報告書の本文の一部につきましては、組入投資信託証券の名称に
ついて「（適格機関投資家向け）」の表記を省略させていただきます。

信 託 期 間

運 用 方 針

主要運用対象

組 入 制 限

分 配 方 針

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型）

2001年3月12日から無期限です。
①6ヵ月物譲渡性預金利率を参考ベンチマークとし、
投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む
世界各国の株式、債券および為替取引等ならびに
これらに関連する派生商品（先物取引およびオプション
取引等）に積極的に分散投資を行うことにより、リスクを
軽減しつつ信託財産の着実な成長と安定した収益の
確保を目指します。
②投資信託証券への投資にあたっては、分散投資を
行うことを基本とします。
③当ファンドが組入れる投資信託証券（以下「指定
投資信託証券」といいます。）は、投資環境等の変化に
応じて適宜見直しを行うものとします。この際、指定
投資信託証券として指定されていた投資信託証券が
指定から外れたり、新たに指定投資信託証券として
指定される場合もあります。
④投資信託証券への投資は、高位を維持することを
基本とします。
⑤市場動向、資金動向等によっては、上記のような運用が
できない場合があります。

原則として年2回決算時（毎年3月25日および9月25日、
休業日の場合は翌営業日）に次の通り収益の分配を
行う方針です。 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利子･配当収入
と売買益（評価益を含みます｡）の全額とします｡ 
②分配金額は､委託者が基準価額水準･市況動向等を
勘案して決定します｡だだし､分配対象収益が少額の
場合には分配を行わないこともあります｡ 
③収益分配に充てず信託財産内に留保した利益について
は、特に制限を設けず、運用の基本方針に基づき運用を
行います。

主として、有価証券に投資する投資信託証券を主要
投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の
短期有価証券ならびに短期金融商品等に直接投資
する場合があります。 
・ 
 
・ 
・
・ 

投資信託証券（外貨建の投資信託証券も含みます。）
への投資割合には制限を設けません。
株式への直接投資は行いません。
デリバティブの直接利用は行いません。
同一銘柄の投資信託証券への投資割合は、原則として
信託財産の純資産総額の50%未満とします。

東京都中央区新川1-17-25
（（運用報告書に関するお問い合せ先））
お客様デスク　Tel ： 03-5542-7150
インターネットホームページ 　http://www.unitedinv.co.jp/

ユナイテッド・マルチ・マネージャー・ファンド1
（愛称：フルーツ王国）

愛 称
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■設定以来の運用実績 

基 準 価 額 6ヵ月物譲渡性預金利率

決  算  期 
(分配落) 

税 込 
分配金 

期 中
騰落率

 
期 中
騰落率

株  式
組入比率

株  式
先物比率

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託証券 
組 入 比 率 

純資産
総 額

(設 定 日) 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
2001 年 3 月 12 日 10,000 － － － － － － － － － 4,079

 1 期(2001 年 9 月 25 日) 10,119 150 2.7 － － 46.8 △ 43.8 26.3 △ 30.1 － 6,057
 2 期(2002 年 3 月 25 日) 10,203 300 3.8 － － 54.0 △ 45.2 23.5 △  5.4 － 10,263
 3 期(2002 年 9 月 25 日) 10,311 250 3.5 － － 43.0 △ 42.9 26.9 △ 12.4 － 20,210
 4 期(2003 年 3 月 25 日) 10,129 50 △  1.3 10,129 － 57.8 △ 66.9 25.1 △  1.6 － 30,366
 5 期(2003 年 9 月 25 日) 10,287 150 3.0 10,139 0.10 59.4 △ 64.6 21.5 △  8.0 － 37,221
 6 期(2004 年 3 月 25 日) 10,205 50 △  0.3 10,152 0.13 65.1 △ 55.8 21.8 △  8.7 － 44,184
 7 期(2004 年 9 月 27 日) 10,186 100 0.8 10,160 0.08 62.2 △ 79.7 21.1 △  4.5 － 47,096
 8 期(2005 年 3 月 25 日) 9,971 50 △  1.6 10,169 0.09 65.8 △ 48.6 23.6 △  0.0 － 45,223
 9 期(2005 年 9 月 26 日) 10,113 100 2.4 10,177 0.08 75.1 △ 75.9 19.7 △  5.3 － 36,457
10 期(2006 年 3 月 27 日) 10,044 100 0.3 10,186 0.09 76.5 △ 69.7 16.9 △ 24.9 － 31,291
11 期(2006 年 9 月 25 日) 9,856 0 △  1.9 10,203 0.17 67.1 △ 85.0 20.8 △ 13.1 － 31,796
12 期(2007 年 3 月 26 日) 9,407 0 △  4.6 10,236 0.32 67.7 △104.4 24.8 △ 23.3 － 22,805
13 期(2007 年 9 月 25 日) 9,583 0 1.9 10,278 0.41 62.5 △ 60.2 22.8 △ 34.6 － 18,871
14 期(2008 年 3 月 25 日) 8,897 0 △  7.2 10,328 0.48 51.9 △ 49.3 27.7 △ 23.6 － 15,229
15 期(2008 年 9 月 25 日) 8,602 0 △  3.3 10,377 0.48 50.4 △ 45.1 27.5 △ 25.6 － 13,034
16 期(2009 年 3 月 25 日) 8,106 0 △  5.8 10,426 0.47 － － － － 94.5 11,458
17 期(2009 年 9 月 25 日) 8,096 0 △  0.1 10,483 0.55 － － － － 97.9 10,570
18 期(2010 年 3 月 25 日) 8,020 0 △  0.9 10,518 0.33 － － － － 96.4 9,637
19 期(2010 年 9 月 27 日) 7,842 0 △  2.2 10,547 0.28 － － － － 98.0 8,848
20 期(2011 年 3 月 25 日) 7,938 0 1.2 10,571 0.23 － － － － 95.3 8,417
21 期(2011 年 9 月 26 日) 7,806 0 △  1.7 10,595 0.23 － － － － 89.6 6,288

(注 1) 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
(注 2) 当ファンドは 2009 年 2 月 19 日までマザーファンドを組入れておりましたので、｢株式組入比率｣｢債券組入比率｣は実質比率を記載してお

ります。 
(注 3) 株式先物比率および債券先物比率は買建比率－売建比率です。 
(注 4) 当ファンドの運用戦略は、絶対リターンを目指す運用ですので、6 ヵ月物譲渡性預金利率を参考ベンチマークとしております。なお、6

ヵ月物譲渡性預金利率は、2003 年 3 月 25 日を 10,129 として指数化しております。 
 
■当期中の基準価額と市況等の推移 

基 準 価 額 6 ヵ月物譲渡性預金利率 
年 月 日 

 騰落率  騰落率 
投 資 信 託 証 券
組 入 比 率

(期   首) 円 ％ ％ ％
2011 年 3 月 25 日 7,938 － 10,571 － 95.3

3 月末 7,967 0.4 10,572 0.01 95.5
4 月末 8,044 1.3 10,575 0.04 95.1
5 月末 7,945 0.1 10,579 0.08 96.8
6 月末 7,890 △  0.6 10,583 0.11 97.2
7 月末 7,900 △  0.5 10,587 0.15 96.8
8 月末 7,836 △  1.3 10,591 0.19 89.9

(期   末)   
2011 年 9 月 26 日 7,806 △  1.7 10,595 0.23 89.6

(注 1) 騰落率は期首比です。 
(注 2) 当ファンドの運用戦略は、絶対リターンを目指す運用ですので、6 ヵ月物譲渡性預金利率を参考ベンチマークとしております。なお、6

ヵ月物譲渡性預金利率は、2003 年 3 月 25 日を 10,129 として指数化しております。 
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■運用経過および今後の運用方針 

－目次－ 
(1) 基準価額の推移 
(2) 当期の市場概況 
(3) 運用経過 

イ) ファンド・オブ・ファンズの運用状況 
ロ) ファンド・オブ・ファンズが組み入れた指定

投資信託証券(投資対象ファンド)の運用状況
(4) 今後の運用方針 
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(1) 基準価額の推移 
当ファンドの基準価額は、前期末(2011 年 3 月 25 日)の 7,938 円で始まりました。5月 12 日に 8,048 円の期中

最高値を付けたあと下落基調となり、2011 年 9 月 21 日に 7,800 円の期中最安値を付け、当期末(2011 年 9 月 26
日)の基準価額は 7,806 円となりました。前期末と比べ、▲132 円下落し、騰落率は▲1.66％となりました。一方、
当ファンドのベンチマーク(6 ヵ月物譲渡性預金利率)の騰落率は＋0.22％となり、当ファンドはベンチマークを
1.88％下回りました。 
収益分配金に関しては、基準価額の水準等を勘案し、見送りとさせて頂きました。なお、収益分配に充てなか

った利益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行いました。 
 
(2) 当期の市場概況 
グローバル株式市場 

期初、米国のFOMC(連邦公開市場委員会)で追加金融政策が決定されると世界的に流動性相場の様相が強まり、
グローバル株式市場は上昇しました。米国をはじめとした先進主要国で主要経済指標が改善したことなども好感
され、一段高となりました。 
期中にかけて、東日本大震災によるサプライチェーンの混乱等が各国の生産に悪影響を与えるとの懸念から下

落する局面も見られましたが、主要経済指標が好調を維持していることなどが好感されると反発に転じました。
しかし、2011 年 6 月頃から、世界景気の先行き見通しの悪化やギリシャの債務不履行懸念など、グローバル株式
をめぐる外部環境が悪化したことで、軟調な展開が続きました。 
期末にかけて、米国大手格付会社スタンダード&プアーズが米国債の長期格付けを初めて｢AA＋｣に格下げした

ことや一部欧州銀行の資金繰りが懸念されたことによる欧州金融システム不安が嫌気され、グローバル株式市場
は大きく下落しました。 
 

海外債券市場 
当期のグローバル債券市場は、利回りが低下しました。 
期初は、石油価格の上昇を背景に国際商品価格が上昇すると、それに伴いグローバル債券市場は利回りが上昇

(債券価格は下落)しました。また、欧州においても ECB(欧州中央銀行)の政策金利引き上げ期待が優勢となった
ことから、欧州債券市場の利回りも上昇(債券価格は下落)基調で推移しました。しかし、7 月頃より、各国の主
要経済指標が軟調に推移すると景気の二番底への懸念が高まり、投資家のリスク回避的な動きが優勢となったこ
とからグローバル債券市場の利回りは低下(債券価格は上昇)基調となりました。 
期末にかけて、欧州債務問題が深刻化したことや米国国債の格付けの引き下げに加えて、米国の景気見通しが
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急速に悪化してきたことで、グローバル債券利回りは急低下(債券価格は上昇)しました。その後も、グローバル
株式市場が軟調に推移するなど投資家のリスク回避姿勢が継続したため、債券利回りは低下基調が続きました。 
その結果、米国債利回りは、期首比 1.57％低下し、1.83％で終了しました。また、ドイツ 10 年債利回りは、

期首比 0.59％低下し、1.754％となりました。 
※米国債利回りは 10 年物米国債券金利、欧州債利回りは 10 年物ドイツ国債金利のそれぞれの引け値(ブルームバ
ーグ社提供)を使用しています。 
 

外国為替市場 
当期の為替市場は、円高ドル安が進みました。 
期初、主要 7ヵ国の財務相・中央銀行総裁が円高阻止に向けた協調介入を合意、実施されると 1ドル 80 円台後

半から 81 円台前半の水準まで円安ドル高となりました。しかし、4月に ECB が 2008 年 7 月以来となる利上げを
実施して金融政策の正常化に踏み出したのに対し、米国は利上げを実施しないスタンスを示すと、全般的にドル
の売り圧力が増し、円が上昇する展開となりました。 
その後、欧州債務問題が深刻化し安全通貨と認識されている円が買われる展開が続きました。さらに、期末に

かけて、世界的な景気鈍化への懸念や米国大手格付会社スタンダード・アンド・プアーズ社による米国国債の格
下げなどが嫌気されると米国および各国の株式市場は大幅下落となり、米国国債への買い姿勢が優勢となったこ
とで日米金利差が縮小すると 8 月 19 日のニューヨーク市場では 1 ドル 75 円 95 銭と、3 月に付けた 1 ドル 76 円
26 銭の最高値を再び更新するまで円高が進み、円高基調のまま当期を終えました。 
その結果、当期末のドル円は、1ドル 76 円 64 銭、ユーロ円は 1ユーロ 102 円 94 銭で終了しました。 

※ドル／円レートおよびユーロ／円レートは、社団法人投資信託協会発表の TTM(公示仲値レート)を使用してい
ます。 

 
(3) 運用経過 
当ファンドの仕組みと特長 

当ファンドは、投資信託証券を主要投資対象とするファンド・オブ・ファンズ方式により運用を行います。株
式や債券などに直接投資するのではなく、複数の投資信託証券に投資することにより、同時に複数の投資信託証
券を購入したことと同じ効果が得られ、さらに運用会社(ファンドマネージャー)や運用スタイルの分散を図ります。 
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<収益の源泉その 1> ｢銘柄選択効果(アルファ戦略)｣ 
｢銘柄選択効果｣によるリターンとは、魅力度の高い銘柄で構成される買いポートフォリオと、魅力度の低い銘

柄で構成される売りポートフォリオ(先物の売建ての場合もあります。)のリターンの差から得られる収益のこと
です。魅力度の高い銘柄とは、市場が上昇する時により大きく上昇し、市場が下落する時により小さく下落する
と期待される銘柄であり、魅力度の低い銘柄とは、市場が上昇するときにより小さく上昇し、市場が下落すると
きにより大きく下落すると期待される銘柄のことです。買いポートフォリオと、売りポートフォリオもしくは先
物の売建てを組み合わせることで、ポートフォリオが市場全体の価格変動から受ける影響を排除できるため、市
場の上昇・下落にかかわらず、絶対収益を達成することができると期待されます。 
当ファンドが投資する指定投資信託証券の中には、｢銘柄選択効果｣を獲得して、絶対収益のリターンを追求し

ているファンド群があります。｢銘柄選択効果｣を達成するための運用戦略を当ファンドでは｢アルファ戦略｣と呼
びます。 
<収益の源泉その 2> ｢資産・通貨配分効果(ベータ戦略)｣ 
｢資産・通貨配分効果｣によるリターンとは、株式または債券などの有価証券もしくは為替または商品(原油・金

属・農産物等)など、様々な投資対象の将来の動きを予測し、適切なポジションを取ることによって得られる収益
のことです。投資対象の上昇が見込まれる時には、買いポジションを取り、投資対象の上昇から利益を獲得しま
す。一方で、投資対象の下落が見込まれる時には、売りポジションを取り、投資対象の下落から利益を獲得しま
す。投資対象を広く分散して、様々な市場で機動的に買いポジションや売りポジションを取ることにより、絶対
収益を達成することができると期待されます。 
当ファンドが投資する指定投資信託証券の中には、｢資産・通貨配分効果｣を獲得して、絶対収益のリターンを

追求しているファンド群があります。｢資産・通貨配分効果｣を達成するための運用戦略を当ファンドでは｢ベータ
戦略｣と呼びます。 

 

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・マ
ル
チ
・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・フ
ァ
ン
ド
１ 

ファンドA

ファンドB

ファンドC

ファンドD

 

申込金

分配金 

償還金 

一部解約金 

指定投資信託証券

ファンドE

ファンドF

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資

損益

投資家 

(受益者) 

株式・債券・

派生商品 

市場等 

 

投資

損益



 

－ 5 － 

Filename： ①w3_フルーツ王国_1109 

LastSave:10/12/2011 16:48:00 LastPrint：10/12/2011 16:49:00 

size： 182*200 (PDF：上 48.50 下 48.54 左右 13.99)

｢指定投資信託証券(投資対象ファンド)｣ 

指定投資信託証券名 戦略 ファンドの特長 

プレミアム・エクイティ・シン
グル・アルファ(適格機関投資
家向け) 

アルファ 

｢プレミアム・エクイティ・マザーファンド｣への投資を通じて、主に
米国株式の割安株へ投資。また、S&P500 種などの株価指数先物を、
等金額売り建てることで市場環境にかかわらず円ベースで安定的な
収益の獲得を目指す運用。 

ユナイテッド・アカディアン・
日本株式シングルアルファ(適
格機関投資家向け) 

アルファ 

わが国の株式を主要投資対象としたマザーファンドへの投資と、主に
株価指数先物を利用したヘッジ取引との組み合わせによるマーケッ
ト・ニュートラル戦略を用い、株式市場の騰落にかかわりなく、円ベ
ースで安定した収益の獲得を目指す運用。 

QED 日本株アルファ・ストラ
テジー・ファンド(適格機関投
資家向け) 

アルファ 

主として、わが国の取引所に上場する株式、株価指数先物および株価
指数オプション等に投資を行うマザーファンドを通じて、円ベースで
安定した収益の獲得を目指す運用。QED 社が開発した計量分析に基
づく運用モデルを用いて、上昇期待の高い銘柄をロングし、下落期待
の高い銘柄をショートするシステム運用を行う。 

アカディアン欧州株式マーケ
ット・ニュートラル(適格機関
投資家向け) 

アルファ 

マーケット・ニュートラル戦略を用いたマザーファンドを通じて、欧
州株式市場の騰落および金利の動向にかかわりなく、円ベースで安定
した収益の獲得を目指す運用。アカディアン社の定義するバリュー・
ファクターを用いて、割高な株式をショートし、割安な株式をロング
する。 

ユナイテッド・アカディアン・
グローバル株式シングルアル
ファ(適格機関投資家向け) 

アルファ 

日本を除く世界各国の株式を主要投資対象としたマザーファンドへ
の投資と、主に株価指数先物を利用したヘッジ取引との組み合わせに
よるマーケット・ニュートラル戦略を用い、株式市場の騰落にかかわ
りなく、円ベースで安定した収益の獲得を目指す運用。 

クロッキー・アルファ・ペア・
ファンド(適格機関投資家向
け) 

アルファ 

ユーロドル債を通じて、実質的に日本、米国、欧州の大型株を対象に、
マーケット・ニュートラル戦略を用いて、株式市場の騰落にかかわり
なく、円ベースで安定した収益の獲得を目指す運用。ドイツ銀行グル
ープが開発した株式分析手法に基づき、国・業種毎に個別銘柄の割
安・割高度に注目し、割安株をロングし、割高株をショートする。 

トランストレンド スタンダ
ードリスク シリーズ トラ
スト(外国籍投信) 

ベータ 

株式、債券、通貨および商品等、世界各国の取引所に上場されている
金融・商品先物を投資対象とし、トレーディング戦略を用いて、市場
の動きを捉え、円ベースで安定した収益の獲得を目指す運用。トラン
ストレンド社が開発した、テクニカル分析や計量分析に基づくトレー
ディング・モデルを駆使し、市場のトレンドに追随するトレンド・フ
ォロー運用を行う。 

GTOP ファンド(適格機関投資
家向け) 

ベータ 

ユーロ円債を通じて｢グローバル・トレーディング・オポチュニティ
ーズ・ポートフォリオ(ケイマン籍)｣に投資を行う。主として、グロ
ーバルマクロ戦略や CTA 戦略を実践する複数のファンドに実質的に
投資を行い、市場の方向性から収益の獲得を目指す運用。 
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期 首 
(前期末)

当    期    末 

評  価  額 
銘     柄 

株 数 株 数 
外貨建金額 邦貨換算金額 

業 種 等 

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円 
VODAFONE GROUP PLC-SP ADR 132 124 355 28,756 電気通信サービス
WAL-MART STORES INC. － 15 80 6,502 食品・生活必需品小売り
WELLPOINT INC 15 14 99 8,061 ヘルスケア機器・サービス
WELLS FARGO & CO. 61 95 299 24,245 銀行 
WESTERN UNION CO 45 67 144 11,703 ソフトウェア・サービス
WRIGHT EXPRESS CORP 20 19 97 7,927 ソフトウェア・サービス
XTO ENERGY INC 16 － － － エネルギー 
FLEXTRONICS INTL LTD － 155 114 9,245 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
ALLIED WORLD ASSURANCE CO 0.75 － － － 保険 
ARCH CAPITAL GROUP LTD 5 － － － 保険 
AXIS CAPITAL HOLDINGS LTD － 13 44 3,582 保険 
HERBALIFE LTD 33 10 85 6,905 家庭用品・パーソナル用品
INGERSOLL-RAND PLC － 18 86 7,034 資本財 
TYCO INTERNATIONAL LTD. － 20 91 7,381 資本財 
VALIDUS HOLDINGS LTD 56 39 121 9,834 保険 
WHITE MOUNTAINS INSURANCE GP 5 4 178 14,443 保険 
TE CONNECTIVITY LTD 47 69 237 19,255 テクノロジー・ハードウェアおよび機器

株 数・金 額 5,399 5,377 16,241 1,315,215  
合  計 

銘柄数<比率> 103 104 － <98.9％>  

(注 1) 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
(注 2) 邦貨換算金額欄の< >内は、純資産総額に対する株式評価額の比率です。 
(注 3) 株数・評価額の単位未満は切捨てです。ただし、株数が単位未満の場合は小数で記載しております。 
(注 4) －印は組入れなしです。 
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■投資信託財産の構成 2011 年 3 月 24 日現在 

当   期   末 
項        目 

評  価  額 比     率 

 千円 ％

株 式 1,315,215 98.9

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 15,110 1.1

投 資 信 託 財 産 総 額 1,330,325 100.0

(注 1) 評価額の単位未満は切捨てです。 
(注 2) 当期末における外貨建純資産(1,329,198 千円)の投資信託財産総額(1,330,325 千円)に対する比率は 99.9％です。 
(注 3) 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2011 年 3 月 24 日における邦貨換算

レートは 1 米ドル＝80.98 円です。 

 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 

(2011 年 3 月 24 日現在) 

項      目 当 期 末 

(A) 資 産 1,330,325,430 円

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 9,378,277 

 株    式(評価額) 1,315,215,900 

 未 収 入 金 4,415,459 

 未 収 配 当 金 1,315,792 

 未 収 利 息 2 

(B) 負 債 26,893 

 そ の 他 未 払 費 用 26,893 

(C) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 1,330,298,537 

 元 本 1,085,236,648 

 次 期 繰 越 損 益 金 245,061,889 

(D) 受 益 権 総 口 数 1,085,236,648 口

 １万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 12,258 円

<注記事項> 
1.期首元本額 1,211,731,146 円 

期中追加設定元本額 43,720,315 円 
期中一部解約元本額 170,214,813 円 

2.元本の内訳 
プレミアム・エクイティ・シングル・アルファ(適格機関投資家向け) 804,613,169 円 
プレミアム・エクイティ・ファンド（適格機関投資家向け） 280,623,479 円 

計 1,085,236,648 円 

■損益の状況 

当期 自 2010 年 3 月 25 日 至 2011 年 3 月 24 日 

項      目 当   期 

(A) 配 当 等 収 益 16,541,420 円

受 取 配 当 金 16,528,830 

受 取 利 息 12,590 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △     25,551,276 

売 買 益 184,657,289 

売 買 損 △    210,208,565 

(C) 信 託 報 酬 等 △      1,274,100 

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △     10,283,956 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 277,351,347 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 6,779,685 

(G) 解 約 差 損 益 金 △     28,785,187 

(H)  計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 245,061,889 

次 期 繰 越 損 益 金 (Ｈ) 245,061,889 

(注 1) 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

(注 2) 損益の状況の中で(C)信託報酬等は、当マザーファンドにおい
て信託事務処理に要する費用および消費税相当額を含めて表
示しております。当マザーファンドにおいては、信託報酬を収
受しておりません。 

(注 3) 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

(注 4) 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、
元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

  


